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伽 綱 灘 写は る敵 水素蹴 て特にその化鵜 動 (55J
電 氣 放 電 に よ る活 性 水 素 に 就 て 特 に
その 化 學 的 動 作 に就 て
TIf丿11碵'i台
(1)水 素 瓦 斯 中 の 竃 氣 放 電 に 於 て,電子 の 蓮 動 エ ネ ル ギ ー か 水 素 介
子威 はuc子)を活 性 欺 態 に 手苧來 す る に 充 分 な る 値 を と る時換 言 す れ ば,
あ る 臨L子 エ ネ ル ギ ー(criticalcl.oefroneucrgS")に遑 す る畔 は,こ こ に
:Y子 と分 子〔或 は 原 于)間に 非 彈 ・1生衝 突{II/IIIC』anticcolli-inn)が起 り,その 際
電 子 の 有 す る蓮 動 エ ネ ル ギ ー の 一 離 分 は 水 素 分 子 或 は 匳 一rに移 動 し
τ 分 子 内 或 はL;ir内の 量 予 工 ネ ル ギ ー{Qu皇ultumeuerg}.)の形 に 變 す る
事 は 周 知 の3='eEであ る,
か Σ る現 象 の 研 究 が 水 素 の ス ベ クFル 特 に バ ル マt.ス ベ クFルt'p;1;
條 件 の 研 究 上 必 要 な る は 勿 論,これ を 物 理 化 學 的 に 兄 る も極 め て 興 味
あ る 問 題 で あ る こ とは 已 に11'aud<ｻの指 摘 せ る慮 で あ る。 彼 は 水 素 鹽
の バ ル マ ー ス ベ ク1・ル の 研 究 に 於 て バ ル マ 印 ス ペ ク トル が 電 氣 放 電
に よ る水 素 原 子 發 生 に よ るaの な る こ とを 明 か に し,その 水 素 原 子 は
甜 醤 の 生 命 を 行 す る こ と を 述 べ て い る が,その 化 學 的 性 瓶 に 就 て は 何
等 記 載 を して 居 な い の で あ る。
¥FoodとtiY同 う しT,¥Peudt及びLandauerc,は電 氣.iに よ る 活
an:水素 の 研 究 を な し,活性 を 持 緬 す る もの と してEr,を 學 伊 ナ㌔ 侮 電
氣 放 電 に よ る 活 性 水 素 の 活 性 を 支 持 す る もの 〔T囎erdexAk亡iv正醐 に
闘 して はKcu司er㈹ 等 の 設 あ る も こ こ に は これ を 略 す.
WendtLandauer.B肌hoe酸rG)Horとo口及 びDiwle§(5}等の 云 ふ 慮 を 總 括




物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.1(1926)
`56)
P
㈲ 脳)灘 鸚 に堀 舌性横 に就て特にそ醐 黝
もの は7k素 【!i〔子{ntmniclndro,;ou)であ る が,歴が 比 較 的 に 大 な る 噂 に 於
τ は 凱 ろ1L(lriatumicHydrogenUCIrrzone)が活ikを 保tす る もの と し
て よ り多 くの 可 能 性 を 恃 つ 楼 に 思 は れ る。 私 は 先 づ こ の1【}物nOに關
す るA'endt及び7mndnuurの 研 究 の 襪 略 を 邇 べ 後 水 素 原 子 に 閣 す る
$uuLozti'erの14に就 てfiべ て 見 九 い と 思 ふ,
{～}HyzoneH7(TriatomicHydr'oge1Ll・
已 に1.853srO」韻1ド西〕 は 硫 酸 の 十L解に よ り て 得 ナニる 水 素 が 特 別 な る反
慮 力 を 右 す る こ とを 量 見 し;a.rtAも洩h6nl,e111がオ ゾ ン を 發 見 した 際 で
あ つt_の で、彼 は これ.にOz⊃nw臣5er・ωほDと命.rし'1二。 爾 來 この 特 別 の 性
能 を 有 す る水 素 に1網 して1・δwentllo1,MaglL聴等 が 種 々斫 究 して 來 た が
1913年」.J.T』om§oIユ(7】か 陽 極 線 分 折(Po三licemynnn幽y_i:)1二よ りて 分
子 量域 は 原 子 量)3に 相 當 す る線 を 跿 定 し・璃 の 存{E'v稍 々明 か に し
t.ので あ る.後Demg?ter(5)もT』o1nヨonと1司穣 な る方 法 に よ の τ これ
を 確iめ,II:旨で あ ろ こ らの 擢 定 を 下 し3一。 更 らにWonlt及 ぴDttanecst
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(制・醐 燦 鍵1こ よる澱 響`素1こ就て特にその化勵 動 `5η
諮 小 す る こ と を 發 見 し,Lindtoo)もこれJYGikめた。 か くの 如 く種hな
る7i法 に よ り てHyzoneの 存 在 が 稍fr磴 明 せ られ 九 の で あ る が こ れ
か 詳 細 な る研 究 はWα 星11。及 びL:uulnuerの研 究 に よ る の 他 は な い。
彼 等 のmひ 江 水 素 は8:';の鹽 酸 溶 液 を 電 解 して 提 九 もの で あ る.彼
等 が 水 素 を 活 推 化(a面vati`嚼す る にrnひ し方 法 は 前 述 の α粒 子 との 衝
突 も モ の 一 つ で あ る が,眞盛 放 電fly.32-8C111}L)シー メ ン ス.オゾ ナ
イ+r一(壓 は4-8CDt電 位 差ioooa一?0000Volt+.電訪1の弧 さ4-25Milli-
mnpere=)コロ ナ{C伽 照A・CC.rubh(wがNの 活i化 に 用 ひ し もの と
同 様 第 一 圏 參 照〕等 を 珊 ひ て 高 電 壓 の 下 に 放 電 を 行 つ て い る が,何れ の
揚 合 に於 て も彼 等 は 活 性 水Gelめ た の で あ る。 更 ら に 直 徑0・46,几?π,
の1'1線 をwir:{的に800卩Cに 熱 して 熱 イ 才 ン を 放 射 せ し め,これ と 水
素 を 作Jiltしむ る も活 姓 水 素 が 得 られ ナニの で あ る。 かLる 現 象 は 巳
にLangnutir(1'J7ヵ鬼水 素 を 熱 せ られY=る ウ オ ル フ ラ ム 線 上 に 導 き て 得
ナニる;Y9'k水素 の!IEIrkに類 似 せ る も の で あ る。 彼 等 が か く して 得 た る
活 性 水 素 がFL,,であ る と す る 理 由 は 大 體 次 の 如 くで あ ろ。a:に 陽
極 線 分 析 か ら0)維 明 で あ る。TII【1】猟巳.ln,【H)DerUI博tor㈹郷 は 何 量しも水 素
を 虱 空 放 電 に か け る 時 はII,の!1:戒せ ら るLこ と を 認 め 九]tempto
に ょ れ ば 水 素 の 駆 が 比 較 的 高 き11劇よ水 素 分 子 と水i5:子 との 結 合 に
ょ りて 王ち が 出 來 ナニの で あ ろ う と。 第 二 に は α一 粒 子 との 衝 突 或 は
電 氣 放 電 等 の 際 に 於 け る"?rの 縮 小。 第 三 に は 放 堰 を 行 ひ 九 る氷 素
瓦 斯 の 現 す ス ベ クhル 上 の 誰 明 で あ る.
こ のHyzo:Leの娠 成 の¥[ecL;uii,mにつ い て は 已 にDemp.terの述 べ た
邇 り で あ る が,この 點 に 開 して は、更 らに130hrにxれ ば,水素 分 子 の 右 す
る 二 個 の 肖 由 電 子(rreecleat.r{,it)のiy一個 か 介 子 を 去 る 時 は,その 分 子 は
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'uS 〔制1隰)勲 襲 によ乙灘 素蹴 て鰍 の化學㈱
「.
圍 の 鹸 分 の 水 素 分 子 とII3を 逧 る と 云 ふ の で あ る。 こ の メ カ ニ ズ ム
はLitvlのa一 粒 子 に よ る オ ゾ ン の 並 戒 に 於 て・α一 粒 子 に よ り て 生 じ
}
お る 酸 豪 の 各 イ オ ン は イ オ ン ー 個 に つ き 夫 々 一 個 の オ ゾ ン分 子 を 遘
る と云 ふ 結 果 と も よ く狩 合 す る 楼 で あ る。
か くの 如 く考 ふ れ ば 水 素 原 子 の 存 在 す る 處 に は 必 す1【yzoneの存 在
を 思 は し む る の で あ る が,事實、著 者 等 は 多 くの 揚 合 これ を 證 明 した の
で あ る,然 しτ 著 者 等 は 電 解 に よ る發 生 期 の 水 素 中 にlr3を檢 して 失
敗 した か.後1923年GrubbCi.1}は硫 髏 或 は 苛 牲 加 里 溶 液 を 電 解 す る 際 に
陰 極 の 電 流 密 度 を 大 に す る時 はHyzoneの 生 成 を 見 ナニと報 じ て ゐ る.
Hy'tolleの構 這 に 關 して はtturk,㈹Bohr,ci:)Ci'eliQrc,(1a》Stln】ley・Cin等が
H,の存 在 の 可 能 性 を 明 らか に し,爾構 造 を も種 〃 論 じ て 居 る が,ここ に
は これ を 略 す.
次 に 物 理 的 及 び 化 墨 的 性 状 に 就 て 述 べ ん に,Hyzoneは通 常 の 水 素 に
比 し稍 々 高 き沸 點 を 有 し,液體 室 氣 に よ りて 容 易 に 液 化 す る様 で あ る。
Langmuirの得 し 水 素 原 子 或 は 水 素 イ オ ン 等 か 低 温 に 於 て 黍 易 に 硲 干
壁 殊 に グ ラ ス・ウ ー ル に 吸 若 さ るSに 反 し,H3に は そ の 性 な し。 尚 著
　
者 の 指 摘 せ る露 に よれ ば このIlyzoneは化 學 反應 力 に 於 丁 は 水素 原
子 と逋 常 の 水 素 分子 との 中 跼 に 位 し,常温 に於 て 硫 黄 と.作用 して硫 化
水 素 を作 り窒 素 と作 用 して ア ンモ ニ ア を3.kじ,燐と作 用 して フ オス フ
イ ンを 生 じ.砒素 と作 用 して ア ル シン を 作 る.過 マ.ンガ ン酸 籃 と作 川
せ しむ る時 は 中性i容液 に 於 て は 二酸 化 マ ンガ ン酸 性 溶 液 に於 て は マ
ン ガ ニ ー ズ 鹽 を 生す。
更 らに この もの は1'1金.ニツ ケ ∫ン銅・鉛・ア ンチ モ ン,カド ミウ ム等 に ょ
りて 接 觸 的 に分 解 され て 通 常 の 水素 とな る。 銀,水銀 錫蒼 鉛,モリ7デ
ン,亞鈴,アル ミニウ ム に は 接 髑 作 用 な し。
一 一(δs.)一
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㈲ ㈱)藻 嬢1こよzPL'.活水純 畑 こその化學臘 (.a♪
最 後 に このflyzone活性 袱 態 は放 奄後 約 一分 聞 これ を檢 す る ことが
出 來 て その 生 命 はlwuautiq¥Food,it(mLc)offerの原 子 从 活 性 水 素 の生
命 に比 べ て 著 しく大 で あ る。--yzoneの生 成 率 は 最 上 の條 件 の 下 に も
約0.01%にて,これ を 低 黶 下 の 放 電 に よ りτ 得 ら るL水 素Gfi=Fの生 成
翠 に比 べ る と甚 だ 小 で あ る。
(3}低壓 下の 放 電 に よ りて得 らる Σ活 性 水素(水素 原 子}
IvlのW(欺iの'e1に よれ ば,原子歌 水 素 の 活 性 は 放 電 後 も相 當 の
生 命 を持 綾 す るが 故 に.眞室 ボ ン プ の助 け に よ りて,生戒 され 土 る活 性
水 素 を 放 電 管 よ り取 り出 す こ とが 出來hofwl彼に ょれ ば放 置 管 の 極
の 近 くに於 て,現出す るス ベ.クトル はバ ル マ冖 ス ベ ク トル とバ ン ドス
ベ ク トル との 混 合 で あ るが,前者 は 己 に逋 ぺ し如 く水 素 原 子 に 基 因 し.,
後 者 は 分 子 默 水 素 に基 囚s9る もの であ る。 この 事 實 は 水素 原 子 の濃
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{60, 御 脳)驚 擬 は 粥 性水素蹴 て特「こその佛 働
に於 て は水 素 原 子 は接 觸 的 に結 合 してiT'iiiの分 子 に な る こ とに ょ り
て読 明 せ らる。 放 にP(m1脱飩rωは その 活 性 水 素 の 研究 に於 て,¥¥"uod
の用 ひ し放 電 管 を改 良 して 第 二 圖め 如 き装 置 を考 案 しiこの で あ る。
.IIi3苛性 曹 逑 溶 液 を入 れ7二電解 梧 で あつ て,水素 發並 装 置 で あ る。
か く して 得?二る水 素 に は 爾 微 量 の酸 素 を 含 む もの で あ るが,この 酸 素
は 管 壁 等 の 表 面 の 水U;'子 結 合 に封 す る接 觸fig川に毒 作 用 を な し活
性 水%ni!kるには 返 て 奸 都 合 で あ る こ とは 匿知 の 事 實 で あ る。P.on.
Loeflorによれ はNz/'S,水等 も酸 素 と同垂壌の 作川 を イfす。 故 に酸 素 の 微
量 の 存 在 は これ を 除 くこ と?P'cしない。Lは 直 征0糎 長r約n米 の
S字 形 の硝 子製 放 電 管 で あつ て栴 極 は ア ル ミニウ ムの 回檮 形 の 板 よ
り轟 來 て ゐ る。RはEに 於 て 出 來 ナニ活性 刀く素 の 導 管 で あつ て,圖の 示
す 姐 く.活性 水 素 はEの 兩 極 の 中聞 即 ち その 濃 度 の 最 も大 な ろ處 よ り
取 りn十され るの で あ る。
ム1義 は 冷 却 装 置 で あつ τ,n,は水 分 を 除 く鑑,趣は生 成 物 を凝 固せ
しむ もの でImに液 磴 空 氣 で 冷す.
E-p過 せ しむ る水 素 のisO.1-7.:i耗のP8であつ て,Eの 兩 極 闇
の 電 位 差 は:0二〇〇一20000¥"ulGであ る。Lを 通 過 す る分 子 の 速 力 は ポ
ン プ その他 に よ りて 種/e變化 す ゐ こ とが111來る。
xi2水素 の物 理 化 學 的 性 質。 蜘nll1酣brG)はユ924'f一と1926年の 兩度
に亙 りて活 性水 素 の 化 學 作 爪 を 調べ て 居 るが 前者 に はisと して種 々
の金 秘 鹽 との 作 用 に就 て,後者 に は7:と して種 々の 兀 斯 赧 との作 用 に
就 て 記 載 して あ る。
活 性 水 素 の 金 觸 鹽 に對.する還 元TtI川を調 べ るに は,薗記第 二囲 の 導
管 内 に於 て,放霓 管 よ り10糎の 距 離 に調 べ ん とす る金規 髄 を封 入 し約
十 分 闇 活 性 水 素 と作 用 せ しむ るの で あ る。Aそ の 一部 結 果 を表示 す
一160〕一
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(市川黼 藻 襲 による甜 素に就て特に剃 ヒ勒 動 (Gl)
れ ば次 の 如 し.
















































尚種 々 の 酸 素 酸 盥 例 へ ば硫 酸 臨 硝 酸 鹽 も金 屬 に還 元 さ る。 一般 的
に は概 して 還 元 の 孃 易 は 鹽 の 生 成 熱 の 大 小 に比 例 す る樣 で あ るが直
ち に生 成 熱 の 大 小 を 以て 還 元 の 難 易 の丿く度 とす る こ とは 出 楽 な い。
例 へ ばYbC1.は生 成 勲 は.相當 大 な るに拘 らす,速か に還 元 さ る 、に反
し,PeCI.la同楼 の條 件 の下 に於 て は 還 元 され な いの で あ る。(uJ上逋 の
表CdS,CdJ,C己C!臀1二於 て 見 る如 くア 昌 オ ン も影 響 を 有 す る こ とを知 る。
ar及 びA8も 作 用 せ られ て夫kFL,S.1'H,及AsH3を作 る。 これ
一(si).一
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(r^_) ㈲ 備)讎 羅 は 硴 個 こ素蹴 て特にその化學鰤
等 のlzHerは.何れ も發 熱 を供 ふ。f51/i化Gu物に就 て は 著者 は 僅か に
脂 肪 酸 の み につ きて 實 験 して い るがwrG易に 水 素 添 加 〔Ilydrk・mnぎ1力二{巴
る 楼 で あ る。
以 上は 大 艦 固體 と活 性 水 素 との{kで あ る が著 者 は 最近 活性 水 素
と種 々 の 瓦斯 盟 との 反 應 に就 て研hし て ゐ る。 唯 瓦斯 反 應 に於 て は
水 素 と反 應 す べ き他 の 瓦斯 が 水素 の 氣 流 に 逆 ふ て 放 電 管 に籏 散 し共
に 活reさ れ るの 虞 が あ る.今vを 以 て 一 つ の瓦 斯 聡 の氣 流 の 速 度
と し,Pojx以て混 合 の 揚所 に於 け る混 合 す べ き他 のILの 濃 度 と しレ
ρ を混 合 の 揚 所 よ り氣 流 に逆 つ てxな;,距 離 に於 け る混 合・した 瓦 駈
の 濃 度 と し,Dを混 合 氣 の捜 散系 數 とす れ ば,
eZ
DP=ρoβ
な る 關 係 が あ る。qs)假り に
.76(1
"=300　β…,D=0・8釦 ,・.,'り=15?0.
と 置 く と き は諾=10eur,`?Ocm,aOem.に封 して 夫 々n=o..14,0.oz,cato-sp,
の 如 く な る故 に 放 電 管 よ り約50糎 の 距 離.をお い τ,反應 さす べ き 他 の
瓦 斯 を 混 入 す れ ば 上 述 擴 散 のgh%は 殆 ん ど無 き も の と考 へ て よ い。
故 に著 者 の 實 驗 に 於 て は・水 素 の 壓 を 常 に1..ｰ6以内 の 正 確 さ をraて
0.3-oss粍のraに 保 ち,これ に 導 管 内 に 於 て 放 電 管 よ り50糎 の 距 離 に
於 て,反慮 さす べ き 第 二 の 瓦 斯 を0・1粍 の 壓 で 混 入 した の で あ る.
著 者 が 實 驗 せ る 瓦 斯 は,酸素.水蒸 氣,窒素、ア ン モ ニ ァ,一酸 化 炭 素.二酸
化 炭 素,「メ タ ン」メ チ ル ク ロ リ ー ド,臭化 水 素 ・鹽 化 水 素.臭素,鹽素,硫化 水
素 等 で あ る.
以 上 の 内,水蒸 氣、窒 素,アン モ3ア の 三 を 除 く の 他 は 悉 く活 牲 水 素 と
反 應 を な し滝 の 結 果 も興 味 あ る もの・が 多 い。 即 ち,從來 不 明 で あ つ た
』(62,一
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(・隅 ㈹ 簾 禦 は る活性螺 蹴 て特にその化學嫐.`㏄}
.化墨 反 慰 の 機 作 に あ る種 の 光 明 を 與 へ る も・の もあ る よ う に 思 は れ る.
酸 素 を 活 性 水 素 と作 用 せ し む る 時 の 一 例 を あ げ る と十 分rnに50.3
Gηρ の 割 合 で 酸 素 を 混 入 せ し に,その 内2L16ηPの 酸 素 が 過 酸 化 水 柔
;を生 戒 す るsxに 使 川 さ れ て 居 り,14・901がが 水 を 生 成 す る 爲 に 偵 川 さ
れ て 居 り,都合3U.OCD6fの酸 素 が 反 應iこ興 つ て 居 ナニこ と を 如 つ4この で
あ る.從 來 過 酸 化 水 素 生 成 の 機 作 に 就 て はTrnuUe(ゆの 實 絵 以 來 酸 素
を 水 素 で 邇 元 す る時,水に 至 る 第 一 階 段 と して 先 づ 過 酸 化 水 素 が 出 楽
る と の 諡 が 有 力 で あ つ ナニが.33nnhocfterの實 験 は 更 ら に こ の 鮎 を 一 唐
明 瞭 に し九 もの で あ る 樣1に思 は れ る。
水 蒸 氣 と活 性 水 素 と を 作 用 せ しむ る も,何等 の 化 理 反 應 を 認 め な か
つ た の で あ る。
籥 素 を 陰 極 に 發 巫 す る水 素 と(4AFFIしむ る も何 等 の 反 態 を 認 め な
1'こ と は,Tiedc及びSddeα董Gω の 明 らか に し た 處 で あ る。Lεu19muir
の/S1IJ'二活 姓 水 素 も窒 素 と は 反 應 し な か つ ナこの で あ る。 著 者 の 實 驗 に
於 て もliil二者 同 撮,窒素 とは 作 用 しな か つ テこ。 故 に 著 滑 は ア ン モ ニ ァ
のn.J&,に於 て は,盟に 水 素 を 活 性 化 す る こ とに よ りて は ア ム モ ニ7は
出 來 な い。 窒 素,水素 兩 者 を 共 に 活 性 化 す る か,或は 響 ろ 窒 素 を 活 性 化
す る こ と が 必 要 な の で は な い か と云 つ τ 居 る。 この 點 よ り著 者 はn8
.逑のR'endt及び1川ldauer
,e}Uaibbc,aの實 強 結 果 を 否 定 し て 居 る。
「ア ム モ ニ ア亅も活 性 水 素 と は 何 等 の 作 旧 を し な い.
一 酸 化 炭 素1二酸 化 炭 素 は'Paylor及びMaT5hall〔呈Dの 實 驗 に よれ ば 二
者 は 活 性 水 素 に 對 して そ の 作toieに して 居 た か(近森 氏 の 紹 介 を 參
!R3!nに ょれ ば 二 者 何 れ も活 性 水 素 とfY用 して「フ オ ル ム ア ル デ ヒ ド」
を.作 る と9
メ タ ン は 活 性 水 素 に よ り て 作 用 せ られ な いが,「メ チ ル ク ロ リーFは
一(cs1一
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(6り ㈲ 嬾 泊)灘 鍵 二よる雕 水雑 就粥 こその1ヒ學幡一
直 ち にfiA111tられ て掘 い 發 熱 作 用 を 供 ふ。 次 に 臭 化 水 素 及 び 鹽 化 水
素 とのif'111に就 て 慨 設 す る,爾 來 水 素 と鹽 素 及 び 水 索 と臭 素 との 光
化 學 精 合 に 於 て,モの 量 子 生 成 奪(Q匸mnn跏gield)が韵 者 の 方 後 者 よ り
署 し く大 な る點 を 詮 明 す る爲 に 前 者 の 反 應 機 作 と して 連 鑽 機 作 が 提
出 され て 居 つt:.即 ちilcrn-t{S鹽素 と 水 素 と の 反 應 に 於 て は
FL十CI一>II十HC]
の 反 應 を 以 て 大 な る發 熱 反 感 で あ る と し,それ 自 ら左 側 よ りX,Dl9に進
行 す る もの で あ る と した.こIL1一 反 し
Rr十FT..→1【十1.Q3r
の 反 應 は 吸 熱 反 應 で あ る 故 に そ れ 自 ら左 側 よ り右 卩i1に進 行 す0も の
で は な い とxへJこ.然 る に 今1荻mlloeHerの實 驗1こ よ る と,Ri13rl[→1F=
十lirは¥unutの考 へ し楼 に 發 熱 反 應 で あ つ てliの 氣 流 中 にIIIir?Y吹
歯 入 る Σ と 直 ち に そ の 混 合・の 揚 所 は 著 し く熱 せ ら る 」の で あ る が,同
様 の 現 集 は 正【C1を混 人 した 際 に も見 られ た の で あ る。
故 にL'nuLxfPcr{;,彼の この 實 驗 結 果 と最 近 の 鹽 素 の 解 離 熱 の 測 定 値
㈲ か 從 來 の そ れ に 比 べ て 非 常 に 小 さ く な つ てR,.,,.ijrとを 併 せ 考 ～
て,
H十HCI=IL,}Cl
な る反 應 式 の 反 應 熱 の 狩 號 は 未 だ 確 か で な い と云 つ て 厨 る。BnuLxffer
の こ の 蜜 瞼 は 從 楽 の 盟 淞 及 び 水 素 の 光 化 擧 結 合 の 機 作 の_f.に多 少 參
考 に な る 様 に 患 は れ る。flBonhoo艶rはHとIllir,の 反 應 に 於 て
は
H十H十F113r=}1コ十IIBr
の 如 き 一 種 の 接 觸 作!IIも考 へ ら る 、か
・H十H13,・u .十工;r...
一 〔6劫一
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(朝鰡)礫 難 こ顯 舌性藤 に就て特にその化脚 動 {GS}
n十Bハ=H1三7
ガ 最 も可 能 で あ る と しi_。xciと の 反 感 に 於 て は
If十HCIyH,十CI
は 弱 い 發 熱 反 應 で あ るか,ikは弱 い 吸 熱 反 應 で あ る が 故 に棍 台・の 揚 灰
に 於 け る 實 験 結 果 の 姐 き 壁 の 温 度 の 上 昇 は 直 ち に 考 へ られ な い か,そ
iiは全 く種kの 第 二 次 的 の 反 應 に よ る もの で あ ろ う と した。
臭 素 及 鹽 素 と活 性 水 素 との 反 應 はLに+=riliJITaclor及びMarsh岨㈲
の 行 つ た 處 で あ る9rBanL(雌erの實 驗 も大,;.この 二 人 の 寵 驗 結 果 と一
致 して ゐ る。Il.,HとHと も反 應 して 熱 を 發 生 す.こ の 反 慮 機 作 は
恐 ら くｰfiの樣 で あ ろ う と。
H.,S十II=}L十IIS.2】is=ド、十H .、.
原 子 状 活 性 水 素 も前 逑江ち と 岡 楼 に 種 々 。)金魅 の 表 面 の 接 觸 作 用 に よ
り て 通 常 の 分 子 欺 水 素 に な る が,この 點 に 關 しP,mihn2ffirは稍 組 織 的 の
研 究 を 行 ふ て ゐ ゐ。 被 の 研 究 しナニ金 屬 を 个 そ の 接 騎 作 川 の'ilさの 顧




括 弧 内 は 電 解 に よ ち 水 素 の 發 生 に 對 す る こi+等 のJaiの 過 電 歴 を
:rルFで 示 した もの で あ る が,過電 矯 の 順 位 と接 觸 作 川 の 張 さ の 碩 位
とは よ く一 致 し て 居 る の で あ る。 從 來 過 電 懸 の 現 象 は そ れ 等 金 屬 の
ヒ ド リ ー ドの 生 成 に 原 因 す る と さ れ て 居 る が,接觸rr=mの 強 弱 も これ
等 の こ とiPへ に い れ る と%lr3n'に詮 明 出 來 る の で あ る。
次 に こ のlinuhoctfucの活 性 水 素 の 濃 度 で あ る か.著:者の 計 算 に よ る
と 約20%で あ る。 尚 そ の 活 性 の 生 命一.…"・或1よ活 性 水 素 の 濃 度 の 時 間
一fcaj一
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{66,(制 黼 堺 臠 穫5二よ轜 水素蹴 て特にその鰥 曲;亅動、…
に よ る減 退 度 と云 ふ 方 が もつ 樋 切 で あ るか も畑 、ぬ__【 云4.鯛
り
に÷ 戯 す るので ある,故 に甜 水 素を と拙 して これ轍 せん に
凵
は 可 戒 速 か に こ れ を と り 出 す を要 す の ぞ あ る。 活 性 水 素 の 化 學 灰 應
を 調 べ る こ と は 種 々 の 瓦 斯 反 應 の 機.li:を究 め る に 必 要 な る は 勿 論 近
時 ア ム モ.ニア の イ}成メ タ ノ ー ル の 合 成 等 高 温 に 於 け る種 々 の 瓦 鮨 の
籔 觸 反 應 の 研 究 が 段 々 と盛 に な つ て 來 て 立 派 な 化 學 工 業 に 發 逹 して
來 ナニ際 そ の 反 慮 機 作 の 研 究 そ の π 鰹 の 條 件 の 研 究 の 上 に そ れ 等 の 瓦
斯 の 活 牲 歌 態 の 研 究 が 必 要 で あ る は 云 ふ ま で も な い。 こ の 點 よ り見
て 水 素 の 電 氣 放 電 に よ る 活 性 歌 態 の 研 究 の 概 略 を 逑 べ る こ と は 無 駄
で な い の み な らす 將 來 この 穏 の 研 究 が.極め て 有 意 義 で あ る こ とを 患
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電氣放電1二よる活性水素に就てasにその化學的動(市川蹟治)
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